




● ロボット製作（180 分）・・・休憩各自適当に！（ほとんど休憩なしでした。子供はスゴイ！） 

・ タイル言語 

始めにソフトのインストールを行い、まずは、真っ直ぐ走るプログラムを作成しました。 

１．ソフトの使い方（適宜、ファイル・プログラム作成、ファイルの保存、データ転送など） 

２．直進プログラムでタイルの意味を簡単に説明！ 

３．旋回プログラムに修正（みんなで考えました）・・・テキスト P.111を利用 

４．ライントレースプログラムの原理を簡単に説明・・・テキスト P.61～63 を利用 

５．センサの調整法を伝授！・・・全体と個別説明・実演 

６．ライントレースプログラムの作成と実行・・・まずはやってみよう 

７．ライントレースの条件表と宿題・・・テキスト P.76をみんなで完成し、流れ図を宿題に！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめて聞く言葉も
あり、結構真剣です。
でも、PC の扱い方は
結構なれています。 

真っ直ぐ走って大歓声！ 自分でスピ
ードを変えたりと結構積極的に取り組
んでいました。難しい話より、まずは体
験と達成感といったところでしょうか 

ライントレースのコースを見
て、みんな戦々恐々です。簡
単と思う参加者、難しいと思
う参加者、色々でした。 

センサ調整はなかなか難しいで
すが、とりあえず、入り色プログ
ラムを変えて動かしてみました。
なかなか思い道理には動いてく
れません。この時点では成功者は
数人か？ でも、成功者を見て、
みんな目の色が変わりました。結
構、ハイテンションです。 
 



★２日目 

・ タイル言語によるライントレース（2h） 

１．みんなで宿題の答え合わせ（ホワイ

トボードにフローチャートを描きま

した） 

２．その横にタイルを並べ、フローチャ

ートとタイル言語の構造が似ている

ことを示しました。 

３．センサーチェックとライントレース

の完成 

・ C言語とは？（15 分）・・・午後から 

C言語とタイル言語の違い 

C言語の構造 

C言語で必要なもの 

C言語の学び方 

・ C 言語でのプログラミングと動作確

認・・・（3 時間 30 分）休憩適時 

１．ソフトの使い方（適宜、ファイル・

プログラム作成、ファイルの保存、

データ転送など） 

２．サンプルプログラムのタイプとデバ

ッグ方法の習得と動作確認・・・テ

キスト P.96、116を利用 

３．文法の簡単な説明（5 分） 

４．ライントレースプログラム・・・テ

キスト P.128 を利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デバッグが大変！ 
エラーの数を競う
子もいて、講師陣は
てんてこ舞いです。 

タイピングが難し
い。注釈（漢字モー
ド）は省略して！ 
意味は余り分から
ないけど、とりあえ
ず打ってみます。 

できた子は、未だの
子に教えています。 
小・中学生の交流で
す。 

この時点では、完成した子
は数人です。テンションは
最低です。さあ、明日がど
うなることやら？ 



★３日目 

・ 復習（15 分） 

ライントレースのプログラムを条件表、フ

ローチャート、タイル言語プログラム、C

言語プログラムを図のように並列で示し、

考え方、構造などの説明をしました。 

・ C言語によるライントレース（1 時間 30 分） 

プログラムの修正、デバッグ、センサー調

整等を行い、どうか確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨日に比べ、デバッ
グが少なく、自分で
行える子も！ 隣同士で教えあっ

ています。 

ロボットを動かし
ながら情報交換！ 



・ グループ活動による学びの深化（2 時間） 

４グループに分け、グループごとにテスタ

ーによるセンサ調整法を伝授！ 各グルー

プごとのコートで、班活動をしました。 

・ グループ対抗タイムトライアル（30 分） 

・ 最速ロボット製作者によるプログラム説明 

・ 修正と保存 

・ 今後の課題と次回の説明・片付け（1 時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センサ調整に余念
がありません！ 

より難しいコース
にチャレンジする
グループも！ 

各グループでプロ
グラムの修正方法
の議論が活発に！ 

練習では皆さん完走し
ましたが、大勢の人に
囲まれ、光の条件が変
わったようです。残念
ながら、コースアウト
するロボット（60 秒）
も！ でも昨日のロー
テンションが、こんな
にハイになるとは 

最後に、全参加者が
C 言語をだいたい理
解できと答えていま
した。次回のロボカ
ップではC言語で制
御するロボットを作
ろうと張り切ってい
る小学生も！ 
 
大変でしたが実りの
多い 3 日間でした。 

電池交換でスピード UP！ 
But、制御が困難に！ 電池の
威力を思い知りました 


